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～高齢者が高齢者を支える地域（まち）づくりをめざして～

特集 山口県１万人会員増強運動の中間報告と今後の重点目標

【写真】平成28年度市町老人クラブ連合会運営研究協議会の模様（９月８日開催）

●●● 目 次 ●●●
熊本地震災害救援拠金の御報告とお礼

一般財団法人山口県老人クラブ連合会役員改選……………… P1

山口県１万人会員増強運動の中間報告と今後の重点目標…… P2

平成28年度各表彰について……………………………………… P5

高齢者相互支援活動セミナーを開催しました!! ……………… P6

寄稿　伝統集会について………………………………………… P9

地域で活躍！シニア社会貢献活動推進事業…………………… P10

平成28年度「社会奉仕の日」の取組について………………… P12



熊本地震災害救援拠金の御報告とお礼
　皆様からお寄せいただいた熊本地震災害救援拠金は、下記のとおり総
額2,187,119円を公益社団法人熊本県老人クラブ連合会に送金いたしました。
　本会の送金に対して、熊本県老連よりお礼と全国から211,356,582円（平
成28年９月15日現在）の拠金が寄せられているとの中間報告がございました。
　皆様の温かいお気持ちに感謝いたします。御協力をいただき、ありが
とうございました。

【山口県からの送金結果】

第１次 2,066,110円 平成28年７月28日送金

第２次 121,009円 平成28年10月31日送金
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一般財団法人山口県老人クラブ連合会役員改選

　県老連では６月７日、平成28年度第１回評議員会において任期満了に係る理事を選任しました。

　任期は、平成28年６月７日から平成30年度定時評議員会終結時までになります。

役　　職 氏　　　名 県・市町老連等役職 備　考

会　　長
（代表理事）

西　川　三代子 宇部市老連参与

副 会 長 熊　谷　幸　一 下松市老連会長

副 会 長 石　川　　　啓 学識経験者

副 会 長 平　田　　　武 山陽小野田市老連会長

常務理事
（業務執行理事）

伊　達　　　巧 学識経験者

理　　事 西　本　純　雄 下関市老連会長

理　　事 岡　本　利　行 防府市老連会長

理　　事 原　田　邦　昭 周南市老連会長

理　　事 片　山　哲　男 学識経験者

理　　事 守　田　節　子
県老連女性委員会委員長
（山陽小野田市老連副会長・女性部長）

新　任

理　　事 山　本　清　子
県老連女性委員会副委員長
（周南市老連副会長・女性委員長）

新　任

理　　事 西　村　知　子
県老連女性委員会書記
（防府市老連女性部長）

 （敬称略）

　また、女性委員会の役員改選により、女性委員選出の評議員に交代が生じ、田中多雅子女性委員

会副委員長（長門市老連副会長・女性委員長）を選任しました。任期は前任者の残任期間となるため、

平成28年６月７日から平成30年度定時評議員会終結時までになります。
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山
口
県
１
万
人
会
員
増
強
運
動
の
中
間
報
告
と
今
後
の
重
点
目
標

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
本
県
で
は
高
齢
化
率
が

32
・
０
％
、
約
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
り
、
高
齢

者
が
高
齢
者
を
支
え
る
地
域
（
ま
ち
）
づ
く
り
が
非
常

に
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
地
域
社
会

を
基
盤
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
友
愛
活
動
や
健
康
づ
く
り

を
通
じ
て
、
支
援
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
見
守
り
や

生
活
支
援
、
介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、
地

域
の
生
活
支
援
・
介
護
予
防
の
担
い
手
と
し
て
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
県
に
お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

員
数
は
、
全
国
の
状
況
と
同
様
に
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

活
性
化
や
加
入
促
進
の
取
組
に
も
関
わ
ら
ず
、
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
全
老
連

が
提
唱
し
、
全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
総
力
を
結
集
し
て

取
り
組
ん
で
い
る「
全
国
１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
」

に
お
い
て
、
山
口
県
で
は
「
山
口
県
１
万
人
会
員
増
強

運
動
」
を
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
５
年

間
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度
は
中
間
の
年
に
あ
た

り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、こ
れ
ま
で
２
年
余
り
の
取
組
を
振
り
返
り
、

さ
ら
な
る
「
山
口
県
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」
を
展
開

す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
残
り
２
年
間
の
重
点
目
標
を
提

示
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
２
年
余
り
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、
会

員
増
強
委
員
会
の
設
置
、
会
員
増
強
報
奨
制
度
の
創
設

を
は
じ
め
、
市
町
老
連
を
挙
げ
た
前
向
き
な
取
組
、
会

員
の
意
識
向
上
に
よ
り
、
新
設
ク
ラ
ブ
、
復
活
（
再
開
）

ク
ラ
ブ
に
よ
る
会
員
増
や
声
か
け
運
動
等
に
よ
り
会
員

の
減
少
数
が
緩
や
か
に
な
っ
た
市
町
老
連
が
あ
る
な
ど

の
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
会
員
の
減
少
数
が
若
干
緩
や
か
に

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い

な
い
状
況
で
す
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
会
員
増
強
運

動
に
よ
り
新
た
に
獲
得
し
た
会
員
以
上
に
、
会
員
の
退

会
、
ク
ラ
ブ
の
休
会
や
解
散
に
よ
り
減
少
す
る
会
員
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
退
会
、
休
会
・

解
散
の
防
止
が
重
要
な
課
題
と
言
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、
会
員
増
強
運
動

【山口県全体での増強目標の進捗状況】

平成30年度末目標数 平成27年度末会員数 目標達成までの会員増強数

74,294人 58,062人 16,232人

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
振
り
返
り

は
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を

魅
力
的
な
も
の
に
活
性
化

し
、
地
域
に
発
信
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
特
定
の
役
員
に
負

担
が
偏
ら
な
い
よ
う
配
慮

し
、
市
町
老
連
で
の
目
標

を
会
員
一
人
一
人
が
共
有

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
そ
の
魅

力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
継
続

的
、
計
画
的
に
運
動
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
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重
点
目
標
３　

 

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
ま
ず
は

あ
と
１
人
、
そ
し
て
２
人
以
上

の
加
入
増
を
！

　
「
平
成
26
年
度
老
人
ク
ラ
ブ
実
態
調
査
報
告
」（
全
老

連
）
に
よ
る
と
１
ク
ラ
ブ
あ
た
り
の
１
年
間
の
会
員
数

増
減
は
０
・
６
人
減
少（
入
会
者
３
・
３
人
、逝
去
者
２
・
０

人
、
退
会
者
１
・
９
人
）
と
な
っ
て
お
り
、
入
会
す
る

人
が
い
て
も
、
逝
去
や
退
会
す
る
人
数
が
上
回
っ
て
い

る
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
１
つ
１
つ
の
単
位
老
人
ク

ラ
ブ
が
『
会
員
を
減
ら
さ
な
い
』
こ
と
が
大
切
に
な
り

ま
す
。
会
員
１
人
の
純
増
で
現
状
維
持
、
２
人
の
純
増

で
会
員
増
と
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
あ
と
１
人
、
そ
し
て

２
人
以
上
の
純
増
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
会
員
全
体
で
未
加
入
者
へ
の
声
か

け
や
個
別
訪
問
に
よ
る
入
会
勧
誘
、
お
試
し
会
員
（
特

別
会
員
等
の
名
称
）
の
創
設
、
会
員
が
高
齢
に
な
っ
て

も
参
加
し
や
す
い
ク
ラ
ブ
づ
く
り
を
行
い
、
会
員
の
維

持
、
純
増
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

重
点
目
標
１　

解
散
ク
ラ
ブ
の
防
止
を
！

　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
が
会
員
を
増
や
し
て
も
、
解
散
す

る
ク
ラ
ブ
が
あ
れ
ば
、
一
度
に
30
人
、
50
人
と
い
う
会

員
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ
の
解
散
は
大
変

影
響
力
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
町
老
連
（
支
部
老
連
）
は
組
織

的
に
解
散
防
止
に
取
り
組
み
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
が
孤

立
し
、
問
題
を
抱
え
込
み
解
散
す
る
こ
と
を
防
止
す
る

た
め
、
地
区
・
校
区
老
連
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
の
運
営
状
況
を
把
握
し
、会
長
・
リ
ー
ダ
ー

の
相
談
支
援
、
会
長
・
リ
ー
ダ
ー
後
継
者
の
発
掘
や
育

成
支
援
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
同
士
の
交
流
等
の
支
援
を

図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
非
会
員
の
高
齢
者
が

参
加
で
き
る
行
事
等
を
実
施
し
、
新
た
な
会
員
獲
得
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

　

一
方
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
・
リ
ー
ダ
ー
は
、

自
分
の
ク
ラ
ブ
に
解
散
の
予
兆
を
感
じ
た
ら
、
周
り
に

相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。
近
隣
ク
ラ
ブ
は
、
解
散
し
そ
う

な
ク
ラ
ブ
を
察
知
し
、
話
を
聞
き
、
手
を
差
し
伸
べ
る

取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
れ
で
も
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
に
解
散
す
る
ク
ラ
ブ

が
あ
る
場
合
は
、
会
員
が
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
生
き

が
い
と
健
康
を
維
持
す
る
た
め
、
近
隣
ク
ラ
ブ
の
活
動

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、
ク
ラ
ブ
の
合
併
、
越

境
型
ク
ラ
ブ
の
創
設
を
検
討
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

重
点
目
標
２　

 

未
結
成
地
域
に
新
規
ク
ラ
ブ
の

立
ち
上
げ
を
！

　

ク
ラ
ブ
の
解
散
や
新
興
住
宅
地
の
造
成
に
よ
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
が
存
在
し
な
い
地
域
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

市
町
老
連
（
支
部
老
連
）
は
、
市
町
行
政
、
市
町
社
会

福
祉
協
議
会
、
自
治
会
・
町
内
会
（
連
合
会
）
等
の
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
そ
の
よ
う
な
地
域
に
新
規

ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
、休
会
ク
ラ
ブ
を
復
活（
再

開
）
さ
せ
る
こ
と
を
地
区
・
校
区
老
連
、
近
隣
ク
ラ
ブ

と
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
規
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
や
休
会

ク
ラ
ブ
の
復
活
（
再
開
）
は
、
個
人
の
熱
意
だ
け
で
は

困
難
な
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。
関
係
者
の
理
解
と
地

域
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
の
で
、
市
町
老
連
と
し
て
組

織
的
に
、
根
気
よ
く
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

今
後
の
「
山
口
県
１
万
人
会
員 

増
強
運
動
」
に
お
け
る
重
点
目
標

市
町
老
連
の
取
組

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
取
組
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萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、「
会
員
加
入
促
進
委
員
会
」
の
設
置
や
「
会
員
加
入
促
進
運
動
強
化

月
間
」
の
設
定
な
ど
様
々
な
取
組
を
行
い
な
が
ら
会
員
増
強
運
動
を
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
た
び

１
ク
ラ
ブ
が
新
規
開
設
、
１
ク
ラ
ブ
が
休
会
か
ら
復
活
さ
れ
、
本
会
会
長
表
彰
の
１
万
人
会
員
増
強

運
動
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
増
強
運
動
の
取
組
に
つ
い
て
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

談
笑
か
ら
始
ま
っ
て

　
　
「
見
て
み
よ
う
、
聞
い
て
み
よ
う
、
語
り
合
お
う
」

 
萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

副
会
長　

西　

元　
　
　

勇

　

萩
市
は
、
ク
ラ
ブ
数
・
会
員
数
と
も
に
押
し
寄
せ
る

減
少
の
う
ね
り
に
呑
み
こ
ま
れ
、
そ
の
基
盤
さ
え
揺
る

が
せ
か
ね
な
い
危
機
的
状
況
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
「
ピ
ン
チ

の
裏
に
チ
ャ
ン
ス
あ
り
」
と
捉
え
、
昨
年
10
月
に
加
入

促
進
委
員
会
を
設
立
し
、
こ
れ
ま
で
５
回
の
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
新
ス
タ
イ
ル
を
中
心

に
「
わ
く
わ
く
感
」
の
あ
る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
議
論
を

重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
打
開
策
第
一
弾
と
し
て
、各
単
位
会
独
自
の「
老

人
ク
ラ
ブ
加
入
の
お
す
す
め
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
こ
れ
を
「
錦
の
御
旗
」
に
押
し
立
て
て
、
会
員
一

丸
と
な
っ
た
各
戸
（
各
個
）
撃
破
作
戦
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
現
時
点
で
新
設
、
再
結
成
、
会
員
増
強

（
10
人
以
上
）
に
成
功
し
た
４
つ
の
会
を
連
合
会
の
表

彰
規
程
に
よ
り
、
特
別
に
萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
表

彰
し
、
会
の
前
途
を
祝
す
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
表
彰

に
は
県
老
連
に
な
ら
っ
て
報
奨
金
を
添
え
、
会
の
健
全

財
政
を
支
援
す
る
計
画
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
平
成
30
年
度
が
ゴ
ー
ル
で
あ
り
、
ス

タ
ー
ト
で
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
ゆ
え
に
談
笑
か
ら
始
ま
っ

て
「
見
て
み
よ
う
、
聞
い
て
み
よ
う
、
語
り
合
お
う
」

を
合
言
葉
に
会
員
増
強
の
お
願
い
に
回
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
口
コ
ミ
の
大
切
さ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
て
る
能
力
を
発
揮
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
社
会
の
真
っ
た
だ
中
、
老
人
が
老
人
を
支
え
る

時
代
が
到
来
し
ま
し
た
。
高
齢
期
こ
そ
「
人
生
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
タ
イ
ム
」
と
呼
ん
だ
人
が
い
ま
す
。
こ
の
素
敵

な
時
間
を
老
人
ク
ラ
ブ
の
「
伸
ば
そ
う
健
康
寿
命
」「
担

お
う
地
域
づ
く
り
を
」
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
運
動
で
す
。
時
代
に
マ
ッ
チ

し
た
名
称
や
ク
ラ
ブ
旗
、
さ
ら
に
は
ク
ラ
ブ
の
歌
な
ど

の
環
境
整
備
を
は
じ
め
、
人
づ
く
り
等
、
新
し
い
ク
ラ

ブ
へ
の
変
身
に
会
員
一
同
汗
を
流
し
て
前
進
で
す
。

新規開設の「三見なごみ会」の皆さん
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育
成
功
労
表
彰

　

・
熊
谷　

幸
一
（
下
松
市
）

　

・
茂
刈　

接
佐
（
阿
武
町
）

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

・
中
村
町
寿
会
（
光
市
）

　

・
下
関
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
豊
浦
支
部

永
年
勤
続
表
彰

　

・
廣
中　

恒
子
（
柳
井
市
）

　

・
光
老
会
第
八
分
会
（
光
市
）

　

・
神
代
会
（
周
南
市
）

　

・
万
倉
睦
会
（
宇
部
市
）

　

・
東
岐
波
寿
会
連
合
会
（
宇
部
市
）

平
成
28
年
度

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

平
成
28
年
度

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

１
０
０
万
人
会
員
増
強
運
動
特
別
賞

平
成
28
年
度　

活
動
賞

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　

・
西
本　

純
雄
（
下
関
市
）

　

・
平
田　
　

武
（
山
陽
小
野
田
市
）

特
別
功
労
者

　

・
原
田　
　

曻
（
宇
部
市
）

　

・
松
岡　

邦
弘
（
山
陽
小
野
田
市
）

一
般
功
労
者

　

・
阿
部　

重
信
（
宇
部
市
）

　

・
大
亀　

芳
（
宇
部
市
）

　

・
楠　
　

嘉
明
（
宇
部
市
）

　

・
津
脇
八
重
子
（
宇
部
市
）

　

・
藤
岡　

弘
昭
（
宇
部
市
）

　

・
宮
田　

洋
子
（
宇
部
市
）

　

・
山
本　

芳
一
（
宇
部
市
）

　

・
一
楽
ト
シ
子
（
山
口
市
）

　

・
國
重　

育
生
（
山
口
市
）

　

・
田
中　

照
夫
（
山
口
市
）

　

・
中
野　

澄
男
（
山
口
市
）

　

・
西
村　
　

進
（
山
口
市
）

　

・
藤
井　

豊
秋
（
山
口
市
）

　

・
益
本　

知
雄
（
山
口
市
）

　

・
森
本　

宗
助
（
山
口
市
）

　

・
大
川
眞
智
江
（
岩
国
市
）

　

・
大
立　

吾
郎
（
岩
国
市
）

　

・
深
川　

房
治
（
岩
国
市
）

　

・
藤
田　

勝
久
（
長
門
市
）

　

・
小
田　

芳
枝
（
柳
井
市
）

　

・
開
地　

哲
郎
（
美
祢
市
）

　

・
塩
川　

義
雄
（
美
祢
市
）

　

・
清
水　

宗
男
（
美
祢
市
）

　

・
田
邉　

正
子
（
美
祢
市
）

　

・
中
村　
　

勇
（
美
祢
市
）

　

・
中
村　

哲
雄
（
美
祢
市
）

　

・
新
田　

浩
治
（
美
祢
市
）

　

・
別
府　

達
弘
（
美
祢
市
）

　

・
山
本　

富
男
（
美
祢
市
）

　

・
浅
田　

宮
子
（
周
南
市
）

　

・
川
野　

昭
美
（
周
南
市
）

　

・
山
時　

玉
枝
（
周
南
市
）

　

・
髙
久　

道
治
（
周
南
市
）

　

・
田
坂　

光
政
（
周
南
市
）

　

・
山
崎　
　

操
（
周
南
市
）

　

・
渡
邊　

一
豊
（
周
南
市
）

　

・
渡
邊　

建
次
（
周
南
市
）

　

・
石
原　

克
宏
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
嘉
藤　

正
則
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
津
野　
　

薫
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
野
村　

鐵
雄
（
山
陽
小
野
田
市
）

　

・
川
村　

四
郎
（
周
防
大
島
町
）

　

・
黑
瀧　

保
治
（
周
防
大
島
町
）

　

・
砂
岡　
　

廉
（
周
防
大
島
町
）

　

・
竹
本
三
千
之
（
周
防
大
島
町
）

　

・
田
村　

好
美
（
周
防
大
島
町
）

　

・
西
元　

信
吉
（
周
防
大
島
町
）

　

・
平
田　
　

卓
（
周
防
大
島
町
）

　

・
藤
谷
キ
ミ
ヱ
（
周
防
大
島
町
）

　

・
河
村　

和
夫
（
田
布
施
町
）

　

・
竹
貞　

和
夫
（
田
布
施
町
）

　

・
池
田
マ
サ
子
（
阿
武
町
）

優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

・ 

篠
生
寿
会
第
５
ク
ラ
ブ（
山
口
市
）

１
万
人
会
員
増
強
運
動

　

・ 

下
関
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
豊
浦

支
部　

豊
洋
台　

第
一
さ
つ
き
会

　

・ 

下
関
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
豊
浦

支
部　

豊
洋
台　

第
二
さ
つ
き
会

　

・ 

山
口
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
山
口

支
部　

し
ら
さ
ぎ
ク
ラ
ブ

　

・ 

萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
萩
支
部 

三
見
な
ご
み
会

　

・ 

萩
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
田
万
川

支
部　

江
崎
第
一
寿
ク
ラ
ブ

 

（
敬
称
略
）

第
66
回
山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会

山
口
県
知
事
表
彰

平
成
28
年
度

山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
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高
齢
者
相
互
支
援
活
動
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
!!

　

10
月
12
日
㈬
、山
口
県
社
会
福
祉
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
、県
内
各
地
か
ら
47
人
が
参
加
し
、「
友
愛
活
動
」及
び「
新

地
域
支
援
事
業
」
を
啓
発
・
普
及
す
る
「
友
愛
活
動
訪
問
員
」
等
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
本
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、西
川
三
代
子
会
長
の
基
調
説
明
及
び
小
川
全
夫
先
生
の
基
調
講
演
で
学
ん
だ
、「
友
愛
活
動
」と「
新

地
域
支
援
事
業
」
の
関
連
に
つ
い
て
、
御
紹
介
し
ま
す
。

○
基
調
説
明

　
「
み
ん
な
で
取
り
組
む
友
愛
活
動
」

　
　

説
明
者
：
山
口
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長　

西　

川　

三
代
子

STEP

１ 

な
ぜ
、
今
改
め
て
友
愛
活
動
な
の
か

　

実
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
「
友

愛
活
動
」
の
取
組
と
「
新
地
域
支
援
事
業
」
の
事
業
は

か
な
り
共
通
し
た
部
分
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、「
友
愛
活
動
」の
定
義
や
取
組
方
針
に
つ
い
て
、

再
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

 

「
友
愛
活
動
」
の
定
義
・
取
組
方
針
に
つ
い
て 

　
「
友
愛
活
動
」は
、地
域
の
支
援
を
必
要
と
す
る
会
員
・

高
齢
者
等
が
相
互
に
声
を
か
け
、
安
否
確
認
、
話
し
相

手
、
ご
み
出
し
、
外
出
支
援
等
の
日
常
的
な
生
活
支
援

を
行
う
活
動
で
す
。

　

次
の
４
つ
の
柱
を
中
心
に
取
り
組
む
活
動
と
し
て
い

ま
す
。

① 

声
か
け
・
訪
問
活
動
…
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世

帯
へ
の
安
否
確
認
・
話
し
相
手

　
（
具
体
例
）　 
●
道
で
あ
っ
た
時
の
声
か
け

　
　
　
　
　
　

●
回
覧
を
持
っ
て
行
く

　
　
　
　
　
　

●
行
事
等
へ
の
誘
い

　
　
　
　
　
　

●
会
員
に
よ
る
訪
問
活
動
等

② 

集
い
の
場
づ
く
り
…
外
出
の
き
っ
か
け
を
つ
く
り

閉
じ
こ
も
り
を
防
止

　
（
具
体
例
）　 

●
サ
ロ
ン
活
動　

●
体
力
測
定
会　

●
健
康
教
室　

 

●
お
茶
会
等

③ 

暮
ら
し
の
支
え
合
い
…
日
常
生
活
の
困
り
ご
と
支
援

　
（
具
体
例
）　 

●
包
丁
研
ぎ

　
　
　
　
　
　

●
電
球
等
の
取
り
換
え

　
　
　
　
　
　

●
ご
み
出
し　

●
草
取
り

　
　
　
　
　
　

●
買
物
、
病
院
等
へ
の
付
き
添
い
等

④ 

情
報
を
届
け
る
…
情
報
を
き
っ
か
け
と
し
た
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
づ
く
り

　
（
具
体
例
）　 

●
老
人
ク
ラ
ブ
や
町
内
の
情
報

　
　
　
　
　
　

● 

福
祉
・
防
犯
・
災
害
・
避
難
な
ど

の
情
報
等

　

最
近
で
は
、
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
、

地
区
の
清
掃
活
動
も
「
友
愛
活
動
」
と
勘

違
い
さ
れ
が
ち
で
す
が
、「
友
愛
活
動
」

は
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
活
動
で
す
。

　

全
会
員
が
「
友
愛
活
動
」
の
目
的
や
意
義
、

具
体
的
な
内
容
を
認
識
し
、
会
員
及
び
非
会
員

問
わ
ず
、
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
、
心
と

心
の
ふ
れ
あ
い
を
第
一
に
、
全
会
員
で
取
り
組

む
活
動
を
「
友
愛
活
動
」
と
し
ま
す
。

　
「
友
愛
活
動
」
を
推
進
す
る
こ
と
で
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
高
齢
者
同
士
が
支
え
合
い
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
（
ま
ち
）
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

Check
Point
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○
基
調
講
演

　
「
新
地
域
支
援
事
業
と
老
人
ク
ラ
ブ
」

　
　

講
師
：
山
口
大
学
・
九
州
大
学　

名
誉
教
授

　
　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ア
ジ
ア
ン
・
エ
イ
ジ
ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

 

理
事
長　

小　

川　

全　

夫　

氏

STEP

２ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
老
人
ク
ラ
ブ

 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は 

　

２
０
２
５
年
（
平
成
37
年
）
は
、
団
塊
の
世
代
が
後

期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）
に
な
り
ま
す
。
今
、
こ
の

方
々
の
老
後
を
誰
が
ど
の
よ

う
に
支
え
て
い
く
か
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
数
少
な
い
高

齢
者
を
数
多
く
の
子
ど
も（
若

い
世
代
）
が
支
え
る
と
い
う

の
が
一
般
的
で
し
た
が
、
少

子
化
で
若
い
世
代
が
以
前
に

も
増
し
て
少
な
く
な
っ
て
い

る
現
状
で
は
、
そ
う
し
た
期

待
を
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
問
題
の
解
決
の
た
め
に
考
え
ら
れ
た
の
が
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
で
す
。

　

つ
ま
り
、
高
齢
者
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

に
ず
っ
と
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
の
よ
う

に
「
若
い
世
代
」
の
支
え
に
期
待
す
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
地
域
に
い
る
み
ん
な
で
支
え
合
う
仕
組
み
や
助
け

合
い
の
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

〈
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
〉

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５
年

を
目
途
に
、
重
度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
・

医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
実

現
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
保
険
者
で
あ
る

市
町
村
や
都
道
府
県
が
、
地
域
の
自
主
性
や
主
体

性
に
基
づ
き
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
抜
粋

 

老
人
ク
ラ
ブ
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
ど
の
よ 

 

う
な
関
係
が
あ
る
の
か 

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
最
も
身
近
な
地
域
に
根
差
し
た
団

体
で
す
。
そ
の
よ
う
な
強
み
が
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
だ
か

ら
こ
そ
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み
続
け
な
が
ら
、
お

互
い
の
生
活
を
見
守
り
、
寄
り
添
い
、
支
え
合
う
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

中
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
生
活
支
援
・
介
護
予
防
」
と

重
な
り
合
っ
て
い
ま
す
。

「
生
活
支
援
・
介
護
予
防
」
の
具
体
的
な
事
例

〈
多
様
な
生
活
支
援
〉

　

 

●
声
か
け　

●
安
否
確
認
（
電
話
訪
問
）
●
見
守
り　

 

●
話
し
相
手　

●
お
知
ら
せ
届
け
等
情
報
提
供　

●
高
齢

者
詐
欺
被
害
防
止　

●
防
火
・
防
犯
・
防
災
や
災
害
避
難

協
力　

●
付
添
い
（
通
院
・
買
物
・
墓
参
・
サ
ロ
ン
や
ク

ラ
ブ
活
動
場
所
な
ど
へ
の
同
行
）　

●
軽
作
業
（
電
球
・

電
池
・
水
道
パ
ッ
キ
ン
な
ど
の
交
換
、
重
量
物
や
高
所
物

の
移
動
、
障
子
張
替
え
、
雑
草
刈
り
、
植
木
剪
定
、
簡

単
な
家
の
補
修　

な
ど
）　

●
家
事
手
伝
い
（
掃
除
、
窓

拭
き
、
草
む
し
り
、
ご
み
出
し
、
布
団
干
し　

な
ど
）　 

●
買
物
や
諸
手
続
き
代
行　

●
配
食　

●
移
送
サ
ー
ビ
ス

 

な
ど

〈
多
様
な
通
い
の
場
〉

　

 

●
交
流
サ
ロ
ン
・
喫
茶
室　

●
趣
味
サ
ー
ク
ル　

 

●
健
康
教
室　

●
体
力
測
定　

●
介
護
予
防
教
室　

な
ど

参
考
：
公
益
財
団
法
人
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　

 「
老
人
ク
ラ
ブ
の
地
域
支
援
活
動　

新
地
域
支
援
事
業

に
向
け
て
の
行
動
提
案
」
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こ
の
よ
う
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
生
活
支
援
・
介
護

予
防
」
は
、「
友
愛
活
動
」
の
柱
で
あ
る
「
声

か
け
・
訪
問
活
動
」、「
集
い
の
場
づ
く
り
」、

「
暮
ら
し
の
支
え
合
い
」、「
情
報
を
届
け
る
」

活
動
と
共
通
し
て
い
る
事
業
が
多
く
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

STEP

３  

新
地
域
支
援
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、

老
人
ク
ラ
ブ
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と

　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
生

活
支
援
・
介
護
予
防
」
活
動
を
充
実
し
て
い
く
た
め
に
、

今
後
は
、
市
町
が
「
新
地
域
支
援
事
業
」
と
し
て
老
人

ク
ラ
ブ
・
自
治
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
行

う
「
生
活
支
援
・
介
護
予
防
」
活
動
と
協
働
し
、
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域

の
特
性
を
生
か
し
て
、
地
域
の
課
題
に
即
し
た
「
友
愛

活
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
活
動
が
「
新

地
域
支
援
事
業
」
と
し
て
認
め
ら
れ
、
市
町
か
ら
の
支

援
を
受
け
る
た
め
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
市
町
に
積

極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

老
人
ク
ラ
ブ
に
期
待
さ
れ
る
活
動
は
？ 

〇
見
守
り
、
安
否
確
認

〇
通
い
の
場
づ
く
り

〇 

生
活
支
援
活
動　
「
つ
い
で
」
の
支
援
、「
家
事
（
ご

み
出
し
、
電
球
交
換
な
ど
）」
の
支
援
、「
買
物
・

移
送
」
の
支
援
な
ど

〇
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り

〇
会
食
会

〇
友
愛
訪
問

　

新
地
域
支
援
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
老

人
ク
ラ
ブ
に
期
待
さ
れ
る
活
動
は
、
い
ず
れ
も

多
く
の
地
域
で
既
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
活
動

と
思
い
ま
す
。「
新
地
域
支
援
事
業
」
が
推
進
さ

れ
る
中
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
今
ま
で
ず
っ
と

取
り
組
ん
で
き
た
活
動
を
生
か
し
、
会
員
の
み

な
ら
ず
地
域
の
高
齢
者
の
支
援
を
広
げ
、
高
齢

者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
担
い
手
と
な
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
地
域
の
た
め

だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
生

活
を
お
互
い
に
助
け
合
い
、
よ
り
豊
か
な
生
活

を
送
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
進
め
て
い
る
「
山
口
県
１
万
人

会
員
増
強
運
動
」
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

Check
Point
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伝
統
集
会
に
つ
い
て

下
関
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

豊
浦
支
部　

支
部
長　

長　

谷　

義　

人

　

老
人
は
、
日
本
の
良
き
文
化
や
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
、
経
験
に
裏
付
け
さ
れ
た
知
恵
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
下
関
市
豊
浦
町
川
棚
地
区
で
は
川
棚
公
民

館
の
企
画
に
よ
り
「
伝
統
集
会
」
と
銘
打
っ
て
老
人
ク

ラ
ブ
と
川
棚
小
学
校
と
の
間
で
、
昔
か
ら
伝
わ
る
遊
び

の
交
流
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
種
目
は
11
種
目
で
「
竹
と
ん
ぼ
作
り
、
将
棋
、

こ
ま
回
し
、
石
け
り
、
パ
ッ
チ
ン
、
お
手
玉
、
あ
や
と
り
、

お
は
じ
き
、
折
り
紙
、
カ
ル
タ
、
百
人
一
首
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
交
流
は
毎
年
１
月
に
開
催
さ
れ
25
回

を
数
え
、
恒
例
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、

年
々
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
減
少
し
、
参
加
者
集
め
を

始
め
、
４
０
０
人
を
超
え
る
児
童
を
相
手
に
、
30
〜
40

人
の
参
加
者
各
人
を
得
意
な
11
種
目
に
割
り
振
っ
て
実

施
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
先
達

が
築
い
て
き
た
伝
統
あ
る
こ
の
集
会
を
絶
や
し
て
は
な

ら
ず
、
良
き
こ
の
遊
び
の
文
化
を
次
世
代
の
子
供
た
ち

に
引
き
継
ぐ
義
務
が
あ
る
と
懸
命
に
努
力
し
て
い
る
次

第
で
す
。

寄稿
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ま
ず
は
コ
ミ
ス
ク
を
知
ろ
う
！
と
、
県
内
の
市
町
・

支
部
・
地
区
（
校
区
）
老
連
及
び
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の

役
職
員
を
対
象
に
、
先
進
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

周
南
市
立
岐
山
小
学
校
（
７
月
12
日
実
施
）

　

岐
山
小
学
校
は
、

月
１
回
、
昼
休
み
時

間
を
活
用
し
、
児
童

と
地
域
住
民
が
「
昔

の
遊
び
」
を
通
じ
て

ふ
れ
あ
う
「
ひ
ま
わ

り
タ
イ
ム
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

視
察
に
伺
っ
た
日

の
「
ひ
ま
わ
り
タ
イ

ム
」
は
１
〜
２
年
生

が
対
象
で
し
た
が
、
ど
の
児
童
も
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

地
域
の
方
々
に
遊
び
方
を
習
っ
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ

り
し
な
が
ら
多
世
代
交
流
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

山
口
市
立
鋳
銭
司
小
学
校
（
７
月
25
日
実
施
）

　

鋳
銭
司
小
学
校
は
、
地
元
の
「
郷
土
の
偉
人
大
村
益

地域で活躍！シニア社会貢献活動推進事業
老人クラブもコミュニティ・スクールに参画してみませんか？
　地域の拠点である「学校」に、老人クラブ会員をはじめとする高齢者が集い、「コミュニティ・スクー

ル」（以下、コミスク）に参画することで、高齢者の知識・経験・活力を生かす場づくりや機会づ

くりを広げるとともに、地域における社会貢献

活動や世代間交流の取組をより一層推進し、地

域の中で存在感のある老人クラブをめざすこと

を目的に、今年度新たに、「地域で活躍！シニア

社会貢献活動推進事業」を実施しています。

※コミュニティ・スクールとは
　学校と保護者や地域の方が共に知恵を出し合い、学
校運営に意見を反映されることで、一緒に協働しなが
ら子どもたちの豊かな成長を支え、「地域と共にある学
校づくり」を進める仕組みのこと。保護者や地域住民
などから構成される学校運営協議会が設けられている。

新規事業

次
郎
の
紙
芝
居

を
つ
く
ろ
う
会
」

と
児
童
有
志
が

地
域
の
昔
話
を

題
材
に
し
た
紙

芝
居
を
作
り
、

上
演
し
て
い
ま

す
。

　

視
察
に
伺
っ

た
日
は
、
児
童

一
人
一
人
が
担
当
す
る
シ
ー
ン
に
着
色
す
る
作
業
が
行

わ
れ
て
お
り
、
同
つ
く
ろ
う
会
の
皆
さ
ん
が
傍
で
一
緒

に
作
業
を
し
た
り
、
児
童
の
質
問
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た

り
し
な
が
ら
、
紙
芝
居
を
制
作
し
て
い
ま
し
た
。

　

各
校
と
も
、
活
動
を
視
察
し
た
後
に
、
学
校
関
係
者

及
び
コ
ミ
ス
ク
に
参
画
さ
れ
て
い
る
地
域
の
方
々
と
意

見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
活
動
に
至
っ

た
経
緯
や
地
域
の
想
い
、
日
頃
の
関
わ
り
方
な
ど
の
話

を
伺
い
、
参
加
者
か
ら
は
取
組
体
制
や
学
校
と
の
関
わ

り
方
な
ど
の
質
問
が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
先
進
地
視
察
で
は
、
コ
ミ
ス
ク
の
活
動
把
握
の

み
な
ら
ず
、
学
校
を
通
じ
た
老
人
ク
ラ
ブ
と
地
域
や
他

団
体
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
地
域
へ
積
極
的
に
Ｐ

ス
テ
ッ
プ
①

先
進
地
視
察
の
実
施

遊び道具の「だるまおとし」

光景を思い浮かべながら着色
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Ｒ
し
、
貢
献
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、わ
が
地
域
（
ま
ち
）
の
コ
ミ
ス
ク
へ
ア
プ
ロ
ー

チ
し
よ
う
！
と
、
本
事
業
の
実
施
を
希
望
す
る
モ
デ
ル

市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
募
集
し
ま
し
た
。
応
募
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
県
長
寿
社
会
課
及
び
県
教
育

委
員
会
と
協
議
を
行
い
、
次
の
市
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
が
モ
デ
ル
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
デ
ル
老
人
ク
ラ
ブ
が
コ
ミ
ス

ク
と
の
実
践
活
動
を
進
め
、
わ
が
地
域
（
ま
ち
）
な
ら

で
は
の
実
践
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

モ
デ
ル
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状

況
に
応
じ
て
、
高
齢
者
の
知
識
・
技
術
・
経
験
や
日
頃

の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
生
か
し
た
活
動
内
容
及
び
継
続

的
な
活
動
展
開
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
し
て
、
地
域
の
高
齢
者
と
コ

ミ
ス
ク
と
の
連
携
を
深
め
、
コ
ミ
ス
ク
を
核
と
し
た
高

齢
者
の
参
加
と
活
躍
の
場
づ
く
り
を
進
め
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
モ
デ
ル
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
は
、
次
号

で
紹
介
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

モデル老人クラブ連合会 モデル老人クラブ 連携する学校

防府市老人クラブ連合会 牟礼老人クラブ連合会 防府市立牟礼小学校

下松市老人クラブ連合会
久保地区老人クラブ連絡協議会 下松市立久保小学校

花岡友愛クラブ、南花岡老人クラブ 下松市立花岡小学校

光市老人クラブ連合会 周防地区老人クラブ連合会 光市立周防小学校

周南市老人クラブ連合会
中央・関門地区老人クラブ連合会 周南市立徳山小学校

桜木地区老人クラブ連合会 周南市立周陽中学校

ス
テ
ッ
プ
②

実
践
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
の

募
集
・
選
定

ス
テ
ッ
プ
③

コ
ミ
ス
ク
で
の
実
践
活
動

活発な意見交換



─ 12 ─

　

昭
和
61
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
社
会
奉
仕
の
日
」
は
、「
老
人
の
日
・
老
人
週
間
」（
９
月
15
日
〜
21
日
）
内
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
皆
様
方
の

参
加
の
も
と
、地
域
社
会
に
対
す
る
感
謝
と
地
域
の
担
い
手
と
し
て
の
活
力
を
示
そ
う
と
、全
国
一
斉
に
「
社
会
奉
仕
の
日
」（
９
月
20
日
）
を
設
定
し
、

環
境
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
も
老
人
週
間
に
合
わ
せ
て
一
斉
に
「
社
会
奉
仕
の
日
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
奉
仕
の
日
に
あ
た
り
、
県
知
事
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
「
社
会
奉
仕
の
日
」
の
取
組
に
つ
い
て

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
に
は
日
頃
か
ら
、
新
「
村
お

こ
し
町
お
こ
し
運
動
」
の
推
進
に
よ
る
地
域
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
を
は
じ
め
、
健
康
づ
く
り
や
交
通
安
全
運

動
な
ど
、
様
々
な
取
組
を
通
じ
て
地
域
福
祉
の
充
実
や

地
域
の
活
性
化
に
格
別
の
御
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
大
会
」
で

は
、「
地
域
文
化
伝
承
館
」
の
企
画
・
運
営
を
は
じ
め
、

お
客
様
の
お
も
て
な
し
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、

皆
様
方
の
多
大
な
御
支
援
、
御
協
力
に
よ
り
、
大
成
功

を
収
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、本
格
的
な
人
口
減
少
・
高
齢
社
会
を
迎
え
る
中
、

将
来
に
わ
た
り
山
口
県
の
活
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て

い
く
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
方
々
が
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、
そ
の
豊
富
な
知
識

や
経
験
、
技
能
等
を
活
か
し
て
積
極
的
に
社
会
参
加
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
私
は
、
県
政
運
営
の
指
針
と
な
る
「
元

気
創
出
や
ま
ぐ
ち
！
未
来
開
拓
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」

の
重
点
施
策
に
「
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
の

実
現
」
を
掲
げ
、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
山
口
大
会
」
で

高
ま
っ
た
気
運
や
成
果
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、
高
齢
者

の
社
会
参
加
や
社
会
貢
献
活
動
の
一
層
の
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
方
が
、
毎
年
９

月
20
日
を
「
社
会
奉
仕
の
日
」
と
し
て
、
全
国
一
斉
の

環
境
美
化
運
動
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
社
会
に
積
極
的

に
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
大
変
心
強
い
限
り
で

す
。
こ
の
活
動
を
契
機
と
し
て
、
皆
様
方
の
自
主
的
・

主
体
的
な
取
組
が
、
一
層
地
域
社
会
に
浸
透
し
、
地
域

活
力
の
さ
ら
な
る
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
期

待
し
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
貴
ク
ラ
ブ
及
び
会
員
の
皆
様
方
の
今
後

益
々
の
御
発
展
と
御
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
激

励
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
９
月
20
日

 

山
口
県
知
事　

村　

岡　

嗣　

政

県
知
事
メ
ッ
セ
ー
ジ
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地
域
の
取
組
の
紹
介

出
来
る
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
！

　

阿
武
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
奈
古
地
区
、
福
賀
地
区
、
宇
田
郷
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会
か
ら
な
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
会
員
数
は
２
１
８
人
で
す
。
社
会
奉
仕
の
日

に
は
、各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た
奉
仕
内
容
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
奈
古
地
区
は
、

神
社
や
川
沿
い
、国
道
を
中
心
に
草
刈
り
や
空
き
缶
拾
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
福
賀
地
区
は
、

会
員
の
多
く
が
利
用
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
周
辺
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
周
辺
を
中

心
に
、
剪
定
作
業
や
草
刈
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
宇
田
郷
地
区
は
、
線
路
沿
い
の
花
壇
整
備

や
バ
ス
停
周
辺
、
公
民
分
館
周
辺
の
草
刈
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
台
風
の
影
響
も
あ

り
、
全
ク
ラ
ブ
で
行
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
に
ち
を
ず
ら
し
て
行
う
な
ど
各

ク
ラ
ブ
で
対
応
し
ま
し
た
。

　

阿
武
町
で
は
高
齢
化
率
が
47
％
を
超
え
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
会
員
全
体
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
以
前
は
出
来
て
い
た
活
動
も
安
全
面
に
考
慮
し
、
神
社
や
公

民
分
館
周
辺
を
中
心
に
行
う
な
ど
活
動
内
容
を
変
更
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
。
今
後

も
ク
ラ
ブ
の
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
地
域
に
出
来
る
こ
と
を
考
え
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
Ｐ
Ｒ
も
含
め
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
阿
武
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
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税務署からのお知らせ
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こんな時も保険の対象になりますか？
老人クラブ主催のペタンク大会に行く途中、路上で散歩中の犬に突然足を噛まれ
ました。老人クラブ傷害保険で補償してもらえますか？問
「偶然」「急激」「外来のケガ」の３要件を満たしていますので、対象になります。
病院に受診してから事故の報告ハガキを出してください。答

会員の勧誘に歩いていたら、自転車に乗っていた若者と衝突しました。若者も私
もケガをしました。二人ともこの保険の対象になりますか？問
自分のケガについては、自分が加入している老人クラブ傷害保険の対象になりますが、
相手のケガについては、単位老人クラブか市町老連が老人クラブ活動専用賠償責
任保険に加入していれば対象になります。

答



きららシニア山口「憩いの家」指定施設
施　　設　　名 料金（単位:円） 備　　　考

（サービス料・税等）住所・電話番号・FAX 区別 休憩入浴 宿　　泊

ホテルかめ福
〒753-0056
山口市湯田温泉４-５-2
電話　083-922-7000
FAX　083-922-7007

個人 2,300 10,000
サービス料込・税別
送迎…無

団体 2,100
（16人以上）

9,000
（15人以上）

かんぽの宿 湯田
〒753-0064
山口市神田町１-42
電話　083-922-5226
FAX　083-922-5227

個人 500 500
引き

税込
送迎…15人以上は無料
ゴールデンウィーク、盆、年末年始等
は除外
「かんぽの宿利用提携カード」の提示
をお願いします。

かんぽの宿 光
〒743-0005
光市室積東ノ庄31-１
電話　0833-78-1515
FAX　0833-79-1279

個人 400 500
引き

税込
日帰り宴会…500円引き
《3,800円以上のプラン利用》
入浴・施設利用…20％引き
「かんぽの宿利用提携カード」又は、
県老連発行の「協定施設利用提携カー
ド」の提示をお願いします。
（提携カード１枚で同伴者全員可能で
す。）

きのえ温泉ホテル清風館
〒725-0402
広島県豊田郡大崎上島町沖浦1900
電話　0846-62-0555
FAX　0846-62-1070

個人 - 10,000
税別、入湯税150円別
休前日は、2,000円アップになります。
送迎…15人以上は無料 島内（明石・
垂水・白水・天満港の往復）
正月・ゴールデンウィーク・盆は除外
申込み時に、老人クラブ会員であるこ
とをお伝えください。

団体 - 9,000
（15人以上）

長崎ブルースカイホテル
〒852-8007
長崎市江の浦町18-１
電話　095-861-6411
FAX　095-861-2531

個人 - 7,000

サービス料・税込
送迎…８人以上は無料
《長崎駅⇔ホテル》
送迎付プラン有
11～14人　16,500円 ］山口まで15～21人　15,000円　 送迎付き

各種特典付きについては、お問い合わ
せください。

団体 - 6,480
（８人以上）

※料金の区別「個人」「団体」とは、老人クラブ会員です。
※「憩いの家」指定料金は、一般客の利用料金より割引になっています。
※ 全国の「かんぽの宿」では、１泊２食の御利用に対して500円（税込）の割引が可能となります。
詳細については、県老連事務局までお問い合わせください。
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